
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方独立行政法人 

北海道立総合研究機構 北方建築総合研究所 平成２５年度 年報 

木造公共建築の促進に向けた課題の把握と対応策の検討 

公共建築の積極的な木造化を促進するために、国

や各自治体では設計マニュアルやガイドライン等の

整備が進められ、北海道内においても各地で公共建

築の木造化が推進されはじめています。各地の公共

建築が木造化されはじめているなか、地域材（道産

材）を活用する際に、その調達方法や建設コスト、

地域貢献に関する情報の不足、木材の経年変化に起

因する不具合など、現行の設計マニュアルやガイド

ライン等では対応することが難しい実務上の課題も

徐々に顕在化してきています。 

本研究では、既往文献の調査・分析、自治体職員

へのヒアリング調査等によって実際に公共建築物を

建てた際の課題を整理するとともに、解決に向けた

対応策を提案することを目的としています（図１）。 

道内の木造公共建築（表１、写真１）を対象に、

各自治体の「地域材」の基本的な考え方や、企画・

計画、設計、製材・調達、施工、維持管理等の各段

階において発生した課題等について、生産・供給面

の視点からヒアリング調査を実施しました。 

既存文献調査から、公共建築の木造化にともなう

主たる課題は、道産材のくるいや割れ、防耐火性能

や強度、建設コストやメンテナンス費用の増加等と

想定していましたが、今回調査対象とした中小規模

の公共建築では、現行技術等によって対応されてい

る場合が多く、各自治体の担当者にとって大きな課

題と認識されてはいませんでした。その一方で、地

域材としての産地の指定方法、道産材の調達方法や

納期等に関する道産材の生産・供給体制の現状（図

２）等に関する情報不足や連携不十分の解消が直近

の課題であることが明らかになりました。そこで、

本研究では、一連のヒアリング調査結果をとりまと

めるとともに、木造公共建築の担当者が円滑に実務

を遂行するための参考書となるような道産材の現状

等を整理した普及資料の構成案（図３）を提案しま

した。 

 
図１ 研究フロー 

 
表１ 主なヒアリング調査実施施設 

場所 建物名 

上士幌町 ナイタイ高原牧場育成舎 

足寄町 役場庁舎 

豊頃町 町民プール 

寿都町 こどもふれあいセンター 

積丹町 野塚地区ふれあい交流館 

伊達市 旭町児童館 

当麻町 公営住宅ニュータウン団地 

北見市 子ども総合支援センター「きらり」 
 

  
写真１ 足寄町町役場     写真２ 「きらり」 

 
図２ 道産材の生産・供給体制の現状 

 

 
図３ 構成案を基にした普及資料のイメージ 

既往文献の調査・分析

自治体職員へのヒアリング調査

対応策の検討 普及資料の構成検討

本研究の成果を基に、共同研究者の北海道林産技術普及協会が普及資料を作成し、北海道や北海道林業・木

材産業推進協議会等を通じて、道内の各自治体および建築関係者、木材業界各企業等への配布、講習会を開催

することで、道産材を活用した公共木造建築の促進に努めていきます。 

●共同研究機関：社団法人北海道林産技術普及協会 ●研究担当：林産試験場 技術部 製品開発グループ 
北方建築総合研究所 環境科学部構法材料グループ 

●研究期間：平成２５年度（終了） 

●研究区分：一般共同研究 

研究の背景・目的 

研究の概要・成果 
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